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『
遊
仙
窟
』
所
収
詩
に
つ
い
て
の
研
究

―
形
式
か
ら
の
考
察

其
の
二
―

渡

邉

寛

吾

一

本
稿
は
、
先
に「『
遊
仙
窟
』所
収
詩
に
つ
い
て
の
研
究
―
形
式
か
ら
の
考
察

其
の
一
―1
」と
し
て
発
表
し
た
論
考
に
続
い
て
、『
遊

仙
窟
』
に
載
る
残
り
の
詩
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
遊
仙
窟
』
は
初
唐
後
期
（
七
世
紀
末
頃
）
に
張
鷟
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
小
説
で
、
そ
の
中
に
は
八
十
四
首
の
詩
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
は
南
北
朝
期
以
降
、
詩
作
の
際
の
音
律
に
向
け
ら
れ
て
い
た
意
識
が
一
段
と
高
ま
り
を
み
せ
、
近
体
詩
と
し
て

の
形
式
を
整
え
て
い
く
時
期
で
あ
っ
た
。『
遊
仙
窟
』
の
詩
は
、
小
説
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
詩
と
い
う
特
殊
な
も
の
で
は
あ
る
も
の

の
、
そ
の
よ
う
な
時
代
の
詩
と
し
て
現
存
す
る
詩
と
し
て
は
一
定
数
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
詩
が
古
体
詩
と
近
体
詩
と
の
間
の

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
考
察
す
る
こ
と
は
意
義
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。

次
に
『
遊
仙
窟
』
の
詩
、
八
十
四
首
を
形
式
か
ら
分
類
し
た
表
を
改
め
て
示
し
て
お
く
。
先
の
論
考
で
考
察
を
行
っ
た
の
は
、
七
言

を
中
心
と
し
て
十
句
以
上
の
句
数
を
持
つ
三
首
の
詩
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
五
言
八
句
十
一
首
、
六
言
八
句
一
首
、
そ
し
て
七
言
四
句
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四
言

五
言

六
言

七
言

計

四
句

6

57（
2
）

0

5（
1
）

68（
3
）

六
句

0

0

0

1

1

八
句

0

11（
1
）

1

0

12（
1
）

十
句
以
上

0

0

0

3

3

計

6

68（
3
）

1

9（
1
）

84（
4
）
※
カ
ッ
コ
内
は
仄
押
韻
の
詩

五
首
と
七
言
六
句
一
首
の
計
十
八
首
を
考
察
対
象
と
す
る
。
残
る
五
言
四
句
の
詩
五
十
七
首
に
つ
い
て
は
、
別
に
考
察
す
る
こ
と
と
し

た
い
。

二

詩
の
本
文
に
つ
い
て
は
、『
遊
仙
窟
全
講

増
訂
版
』
に
依
り
、
必
要
に
応
じ
て
古
写
本
や
注
釈
書
を
示
し
な
が
ら
検
討
を
加
え
て

い
く
こ
と
と
す
る
。
四
声
の
確
認
は
『
校
正
宋
本
広
韻
』
を
用
い
た
。
ま
た
、
説
明
の
便
宜
の
た
め
前
稿
同
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
に

つ
い
て
『
遊
仙
窟
』
で
の
掲
載
順
に
番
号
を
付
し
て
い
る
。

ま
ず
は
、
五
言
八
句
の
詩
十
一
首
の
各
句
末
の
文
字
の
四
声
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
詩
76
の
み
仄
押
韻
で
あ
る
。
各
詩
の
奇
数
句
、

偶
数
句
の
四
声
の
対
応
が
見
や
す
い
よ
う
に
聯
毎
で
改
行
し
て
示
し
て
い
る
。

・
詩
1
―
則
（
入
声
二
十
五
徳
韻
）

眠
（
下
平
声
一
先
韻
）

手
（
上
声
四
十
四
有
韻
）

絃
（
下
平
声
一
先
韻
）
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絶
（
入
声
十
七
薛
韻
）

怜
（
下
平
声
一
先
韻
）

肯
（
上
声
四
十
三
等
韻
）

天
（
下
平
声
一
先
韻
）

・
詩
22
―
樹
（
去
声
十
遇
韻
）

林
（
下
平
声
二
十
一
侵
韻
）

影
（
上
声
三
十
八
梗
韻
）

陰
（
下
平
声
二
十
一
侵
韻
）

見
（
去
声
三
十
二
霰
韻
）

尋
（
下
平
声
二
十
一
侵
韻
）

摘
（
入
声
二
十
一
麦
韻
）

心
（
下
平
声
二
十
一
侵
韻
）

・
詩
23
―
下
（
上
声
三
十
五
馬
韻
）
×

芳
（
下
平
声
十
陽
韻
）

影
（
上
声
三
十
八
梗
韻
）
×

香
（
下
平
声
十
陽
韻
）

萼
（
入
声
十
九
鐸
韻
）

房
（
下
平
声
十
陽
韻
）

取
（
上
声
九
麌
韻
）

箱
（
下
平
声
十
陽
韻
）

・
詩
46
―
苑
（
上
声
二
十
阮
韻
）

園
（
上
平
声
二
十
二
元
韻
）

迊
（
入
声
二
十
七
合
韻
）

繁
（
上
平
声
二
十
二
元
韻
）

浄
（
去
声
四
十
五
勁
韻
）

喧
（
上
平
声
二
十
二
元
韻
）

嶺
（
上
声
四
十
静
韻
）

源
（
上
平
声
二
十
二
元
韻
）

・
詩
47
―
士
（
上
声
六
止
韻
）

仙
（
下
平
声
二
仙
韻
）

剣
（
去
声
六
十
梵
韻
）

銭
（
下
平
声
二
仙
韻
）

柳
（
上
声
四
十
四
有
韻
）

蓮
（
下
平
声
二
仙
韻
）

処
（
去
声
九
御
韻
）

前
（
下
平
声
二
仙
韻
）

・
詩
48
―
苑
（
上
声
二
十
阮
韻
）

林
（
下
平
声
二
十
一
侵
韻
）

『遊仙窟』所収詩についての研究（渡邉）
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出
（
入
声
六
術
韻
）

沈
（
下
平
声
二
十
一
侵
韻
）

酒
（
上
声
四
十
四
有
韻
）

琴
（
下
平
声
二
十
一
侵
韻
）

夕
（
入
声
二
十
二
昔
韻
）

陰
（
下
平
声
二
十
一
侵
韻
）

・
詩
68
―
別
（
入
声
十
七
薛
韻
）

春
（
上
平
声
十
八
諄
韻
）

影
（
上
声
三
十
八
梗
韻
）

塵
（
上
平
声
十
八
諄
韻
）

色
（
入
声
二
十
四
職
韻
）

新
（
上
平
声
十
八
諄
韻
）

在
（
上
声
十
五
海
韻
）

人
（
上
平
声
十
八
諄
韻
）

・
詩
69
―
去
（
去
声
九
御
韻
）

年
（
下
平
声
一
先
韻
）

緒
（
上
声
八
語
韻
）
×

絃
（
下
平
声
一
先
韻
）

後
（
上
声
四
十
五
厚
韻
）
×

前
（
下
平
声
一
先
韻
）

密
（
入
声
六
術
韻
）

穿
（
下
平
声
一
先
韻
）

・
詩
70
―
別
（
入
声
十
七
薛
韻
）

禁
（
下
平
声
二
十
一
侵
韻
）

涙
（
去
声
六
至
韻
）

心
（
下
平
声
二
十
一
侵
韻
）

匣
（
入
声
三
十
二
狎
韻
）

林
（
下
平
声
二
十
一
侵
韻
）

体
（
上
声
十
一
萕
韻
）

侵
（
下
平
声
二
十
一
侵
韻
）

・
詩
75
―
局
（
入
声
三
燭
韻
）

観
（
上
平
声
二
十
六
桓
韻
）

散
（
上
声
二
十
三
旱
韻2
）

寒
（
上
平
声
二
十
六
桓
韻
）

鵲
（
入
声
十
八
薬
韻
）

鸞
（
上
平
声
二
十
六
桓
韻
）

変
（
去
声
三
十
三
線
韻
）

看
（
上
平
声
二
十
六
桓
韻
）
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・
詩
76
―
水
（
上
声
五
旨
韻
）

闕
（
入
声
十
月
韻
）

風
（
上
平
声
一
東
韻
）

月
（
入
声
十
月
韻
）

起
（
上
声
六
止
韻
）

発
（
入
声
十
月
韻
）

握
（
入
声
四
覚
韻
）

歇
（
入
声
十
月
韻
）

続
い
て
、
七
言
四
句
の
詩
五
首
を
載
せ
る
。
詩
83
は
仄
押
韻
で
あ
る
。

・
詩
18
―
客
（
入
声
二
十
陌
韻
）

渠
（
上
平
声
九
魚
韻
）

戦
（
去
声
三
十
三
線
韻
）

虚
（
上
平
声
九
魚
韻
）

・
詩
19
―
愛
（
去
声
十
九
代
韻
）

侵
（
下
平
声
二
十
一
侵
韻
）

耳
（
上
声
六
止
韻
）

心
（
下
平
声
二
十
一
侵
韻
）

・
詩
31
―
碁
（
上
平
声
七
之
韻
）

思
（
上
平
声
七
之
韻
）

眼
（
上
声
二
十
六
産
韻
）

遅
（
上
平
声
六
脂
韻
）

・
詩
82
―
天
（
下
平
声
一
先
韻
）

年
（
下
平
声
一
先
韻
）

外
（
去
声
十
四
泰
韻
）

辺
（
下
平
声
一
先
韻
）

・
詩
83
―
処
（
去
声
九
御
韻
）

遇
（
去
声
十
遇
韻
）

生
（
下
平
声
十
二
庚
韻
）

去
（
去
声
九
御
韻
）

そ
し
て
六
言
八
句
と
七
言
六
句
の
詩
、
各
一
首
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
詩
36
―
辺
（
下
平
声
一
先
韻
）

仙
（
下
平
声
二
仙
韻
）

柳
（
上
声
四
十
四
有
韻
）

蓮
（
下
平
声
一
先
韻
）

媚
（
去
声
六
至
韻
）

妍
（
下
平
声
一
先
韻
）

『遊仙窟』所収詩についての研究（渡邉）
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得
（
入
声
二
十
五
徳
韻
）

泉
（
下
平
声
二
仙
韻
）

・
詩
84
―
見
（
去
声
三
十
二
霰
韻
）

心
（
下
平
声
二
十
一
侵
韻
）

得
（
入
声
二
十
五
徳
韻
）

聞
（
上
平
声
二
十
文
韻
）

乱
（
去
声
二
十
九
換
韻
）

心
（
下
平
声
二
十
一
侵
韻
）

本
文
に
異
同
が
あ
る
の
は
、
詩
46
と
詩
76
の
傍
線
を
付
し
た
奇
数
句
末
の
二
カ
所
で
、
そ
れ
以
外
に
異
同
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
ま
ず
は
押
韻
状
況
等
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

五
言
八
句
の
詩
の
押
韻
の
状
況
に
つ
い
て
は
問
題
は
無
い
。
七
言
四
句
の
詩
の
内
、
詩
31
、
82
、
83
で
は
初
句
で
も
押
韻
を
し
て
お

り
、
六
言
八
句
の
詩
36
で
も
初
句
で
押
韻
を
し
て
い
る
。
次
に
詩
83
と
詩
36
の
通
韻
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く
。
詩
83
の
韻
字
の「
処
・

去
」
は
去
声
九
御
韻
、「
遇
」
は
去
声
十
遇
韻
で
、
こ
こ
は
通
用
し
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、『
広
韻
』
で
は
去
声

九
御
韻
は
独
用
で
あ
り
、
十
遇
韻
と
は
通
韻
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
初
唐
・
宋
之
問「
景
龍
四
年
春
祠
海
」（『
宋
之
問
集
』）

で
は
、
韻
字
だ
け
を
示
す
と
順
に
「
慮
・
鶩
・
注
・
霧
・
互
・
煦
・
樹
・
路
・
屡
・
処
・
遇
・
署
・
趣
・
喩
・
暮
」
と
あ
っ
て
、
独
用

と
あ
っ
た
去
声
九
御
韻
「
慮
・
処
・
署
」
と
十
遇
韻
「
鶩
・
注
・
霧
・
煦
・
樹
・
屡
・
遇
・
趣
・
喩
」、
そ
れ
と
同
用
と
な
る
十
一
暮

韻
「
互
・
路
・
暮
」
に
属
す
る
文
字
で
韻
が
踏
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
も
幾
つ
か
確
認
で
き
、
こ
こ
も
通
用
し
て
い
る

と
考
え
て
問
題
な
い
で
あ
ろ
う3
。
詩
36
の
下
平
声
一
先
韻
と
下
平
声
二
韻
に
つ
い
て
は
通
用
で
問
題
な
い
。
詩
84
に
つ
い
て
は
、「
心
」

と
「
聞
」
で
韻
が
異
っ
て
お
り
、
二
句
毎
で
換
韻
さ
れ
て
い
る
と
解
し
て
お
く
。

で
は
、
奇
数
句
末
の
四
声
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
ろ
う
か
。
奇
数
句
末
の
文
字
に
「
×
」
を
付
け
て
い
る
の
は
互
い
に
四
声
を
同

じ
く
す
る
も
の
で
、
四
声
八
病
の
「
鶴
膝
」
を
犯
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
載
せ
る
五
言
八
句
十
一
首
の
中
で
は
、
詩

23
と
詩
69
で
そ
れ
ぞ
れ
一
カ
所
の
「
鶴
膝
」
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ら
五
言
八
句
の
詩
に
は
初
句
で
押
韻
を
し
て
い
る

も
の
は
無
い
の
で
四
声
が
全
て
揃
い
は
し
な
い
が
、
本
文
異
同
の
あ
る
詩
46
、
詩
76
を
除
い
て
、
詩
22
や
詩
70
、
詩
75
で
は
平
声
以
外
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の
三
つ
の
声
調
が
使
わ
れ
て
い
る
。
四
声
八
病
は
基
本
五
言
詩
に
つ
い
て
の
詩
病
で
あ
る
が
、
七
言
四
句
の
詩
で
も
初
句
押
韻
を
し
な

い
詩
18
や
詩
19
で
は
「
鶴
膝
」
を
犯
す
こ
と
な
く
、
詩
36
で
も
三
、
五
、
七
句
は
そ
れ
ぞ
れ
四
声
を
異
に
し
、
詩
84
で
も
前
後
別
々
の

声
調
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
稿
で
考
察
し
た
七
言
を
中
心
と
し
た
十
句
以
上
の
詩
三
首
、
詩
5
、
8
、
9
で
も
「
鶴
膝
」
は
守

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

唐
代
の
「
鶴
膝
」
の
状
況
に
つ
い
て
、
王
力
『
漢
語
詩
律
学4
』
は
四
声
に
依
る
奇
数
句
の
末
字
へ
の
配
慮
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
、

宋
代
に
は
そ
の
意
識
が
無
く
な
っ
て
い
る
こ
と
と
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
指
摘
し
て
お
り
、興
膳
宏
氏
は「
四
声
八
病
か
ら
平
仄
対
応
へ5
」

の
中
で
、
そ
の
指
摘
を
承
け
て
、

唐
代
の
詩
人
た
ち
は
、
近
体
詩
の
詩
型
の
成
立
後
も
、
依
然
と
し
て
八
病
の
一
つ
「
鶴
膝
」
を
遵
守
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
四
声
の
対
立
か
ら
平
仄
の
対
立
へ
と
向
か
う
初
唐
期
の
み
な
ら
ず
、
唐
代
全
般
に
「
鶴
膝
」
へ
の
配
慮
は
認

め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
以
上
の
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、『
遊
仙
窟
』
の
詩
で
も
「
鶴
膝
」
に
対
す
る
配
慮
の
大
き
さ
は
認
め
ら
れ

る
と
考
え
る
。

さ
て
、
で
は
そ
の
理
解
の
上
に
立
っ
て
、
改
め
て
詩
46
と
76
の
異
同
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

詩
46
の
第
五
句
と
第
六
句
は
「
水
明
魚
影
浄

林
翠
鳥
歌
喧
」
と
あ
っ
て
、
対
句
と
な
っ
て
い
る
。
第
五
句
の
末
字
を
「
浄
」
と
す

る
の
は
、
古
写
本
で
は
醍
醐
寺
本
、
た
だ
し
左
下
に
「
静
」
の
注
記
が
あ
る
。
そ
し
て
注
釈
書
で
は
『
全
講
』
で
あ
る
。
真
福
寺
本
と

江
戸
前
期
無
刊
記
本
に
は
「
静
」
と
あ
り
、
岩
波
文
庫
（
漆
山
）、
創
元
文
庫
、
岩
波
文
庫
（
今
村
）、
中
国
古
典
小
説
選
、『
遊
仙
窟

校
注
』
で
は
「
静
」
を
採
用
す
る6
。
こ
れ
と
対
と
な
る
「
喧
」
に
異
同
は
無
く
、「
喧
」
と
の
対
応
を
考
慮
す
れ
ば
、

簷
喧
猶
有
燕

陂
静
未
来
鴻
（
隋
・
蕭
慤
「
秋
日
」、『
初
学
記
』
巻
三
秋
）

豈
知
人
事
静

不
覚
鳥
声
喧
（
初
唐
・
王
勃
「
春
荘
」、『
王
子
安
集
』）

『遊仙窟』所収詩についての研究（渡邉）
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な
ど
、
六
朝
、
初
唐
期
に
対
と
な
る
例
も
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、「
静
」
と
あ
る
方
が
相
応
し
い
と
言
え
る
。

だ
が
、
そ
う
す
る
と
こ
こ
に
韻
律
上
の
問
題
が
生
じ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。「
静
」
は
上
声
四
十
静
韻
に
属
し
、
第
七
句
末
の
「
嶺
」

と
韻
が
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
勿
論
、「
嶺
」
に
異
同
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
こ
が
四
声
が
同
じ
だ
け
な
ら
ば
、
つ
ま
り
は
通
常
の

「
鶴
膝
」
の
違
反
で
あ
る
な
ら
、「
鶴
膝
」
の
違
反
が
皆
無
で
は
な
い
こ
と
か
ら
「
静
」
を
採
用
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、『
遊
仙
窟
』

で
は
詩
の
み
な
ら
ず
、
地
の
文
に
は
四
六
文
が
現
れ
る
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
作
者
は
韻
律
に
か
な
り
の
知
識
を
持
ち
、
ま
た
配

慮
を
し
て
叙
述
し
て
お
り
、
奇
数
句
で
韻
を
踏
む
状
況
に
な
る
文
字
を
採
用
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
躊
躇
し
て
し
ま
う
。
対
し
て「
浄
」

は
去
声
で
あ
り
、
韻
律
の
点
か
ら
は
「
浄
」
の
方
が
適
切
と
判
断
さ
れ
る
。

現
状
、
表
現
と
韻
律
と
の
間
で
そ
れ
ぞ
に
問
題
を
抱
え
た
状
態
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
結
論
か
ら
言
え
ば
本
稿
で
は
「
静
」

を
採
り
た
い
と
考
え
る
。
確
か
に
『
遊
仙
窟
』
の
詩
は
韻
律
へ
の
配
慮
が
大
き
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
表
現
の
上
に
立
っ
て
の
も
の

で
あ
り
、「
喧
」
と
の
対
の
適
切
を
優
先
し
た
い
。
加
え
て
、「
浄
」
と
「
静
」、
つ
ま
り
「
氵
」
と
「
青
」
と
の
書
き
間
違
い
を
考
え

た
時
、
字
体
が
簡
略
で
画
数
も
少
な
い
前
者
を
後
者
に
書
き
誤
る
よ
り
は
、
後
者
を
前
者
へ
と
書
き
誤
る
方
が
可
能
性
が
高
い
と
考
え

る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
本
文
で
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
第
七
句
末
「
嶺
」
と
同
じ
韻
に
な
る
と
い
う
、
他
に
例
の
な
い
韻
律

上
の
違
反
を
犯
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

続
い
て
詩
76
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
こ
の
詩
は
入
声
十
月
韻
で
押
韻
す
る
の
に
対
し
て
、
一
・
三
・
五
の
奇
数
句
に
は
異
同
も
な
く
、

入
声
と
重
な
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
第
七
句
末
に
つ
い
て
は
「
希
君
握
掌
中
」
と
す
る
醍
醐
寺
本
と
、「
希
君
掌
中
握
」

と
す
る
真
福
寺
本
と
江
戸
初
期
無
刊
記
本
が
あ
る
。
金
剛
寺
本
に
は
「
希
君
握
掌
中
握
」
と
あ
っ
て
両
者
が
交
錯
し
た
本
文
に
な
っ
て

い
る
。
な
お
最
初
の
「
握
」
に
は
「
江
本
」
と
大
江
家
本
を
参
照
し
た
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
希
君
握
掌
中
」
の
本
文
を
採
用
す

る
注
釈
書
は
、
岩
波
文
庫
本
（
漆
山
）
の
み
で
、
他
は
「
希
君
掌
中
握
」
を
採
る
。
第
七
句
末
を
「
握
」
と
し
た
場
合
に
は
、「
握
」

は
入
声
で
「
上
尾
」
の
違
反
と
な
る
。『
全
講
』
で
は
、「
握
」
の
本
文
採
用
に
つ
い
て
、
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醍
本
（
醍
醐
寺
本
―
引
用
者
注
）
の
「
握
掌
中
」
は
、
真
本
（
真
福
寺
本
―
引
用
者
注
）
以
下
諸
本
み
な
「
掌
中
握
」
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
詩
の
偶
数
句
は
、
月
の
韻
字
で
押
韻
さ
れ
て
い
る
が
、
奇
数
句
の
最
後
字
は
全
部
仄
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
真
本
に

従
う
の
が
よ
い
と
思
う
。

と
記
し
て
い
る
が
、
何
故
入
声
の
仄
押
韻
に
対
し
て
、
奇
数
句
を
仄
で
統
一
す
る
こ
と
が
根
拠
と
な
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
確

か
に
「
風
」
に
は
去
声
も
あ
る
が
、
こ
の
第
二
句
末
の
「
風
」
は
意
味
上
は
平
声
な
の
で
、「
奇
数
句
の
最
後
字
は
全
部
仄
」
と
言
う

の
は
誤
り
で
、「
握
掌
中
」
を
採
用
し
な
い
根
拠
は
な
く
な
る
。
他
の
注
釈
書
に
は
理
由
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

「
希
君
掌
中
握
」
の
本
文
で
は
「
上
尾
」
を
犯
す
こ
と
に
な
る
が
、『
遊
仙
窟
』
中
で
「
上
尾
」
を
犯
す
の
は
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
状
況
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
こ
こ
は
醍
醐
寺
本
で
「
希
君
握
掌
中
」
と
あ
る
本
文
を
採
用
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
、
第
七
句
の
末
字
は
「
中
」（
上
平
声
一
東
韻
）
と
な
り
、「
上
尾
」
の
違
反
で
は
な
く
な
る
。

三

次
に
、
二
四
不
同
、
反
法
や
粘
法
な
ど
、
句
中
、
句
相
互
、
そ
し
て
聯
に
か
か
わ
る
韻
律
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
。

ま
ず
は
、
仄
押
韻
と
な
る
が
詩
76
も
含
め
、
五
言
八
句
の
詩
十
一
首
を
見
て
い
く
。
各
句
の
平
仄
を
表
し
た
も
の
に
付
し
た
傍
線
は

下
三
連
や
孤
平
な
ど
を
示
し
、
そ
の
後
に
「
×
」
を
付
し
た
も
の
は
二
四
不
同
の
不
備
、
各
聯
を
繋
ぐ
線
の
下
の
「
○
・
×
」
は
そ
れ

ぞ
れ
の
聯
で
の
反
法
の
成
否
を
示
し
て
い
る
。
な
お
詩
46
と
詩
76
の
本
文
に
は
先
の
考
察
結
果
に
よ
る
本
文
変
更
を
し
て
あ
る
。

・
詩
1
―
自
隠
多
姿
則

●
●
○
○
●

○

欺
他
独
自
眠

○
○
●
●
◎

『遊仙窟』所収詩についての研究（渡邉）
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故
故
将
繊
手

●
●
○
○
●

○

時
時
弄
小
絃

○
○
●
●
◎

耳
聞
猶
気
絶

●
○
○
●
●

○

眼
見
若
為
怜

○
●
●
○
◎

従
渠
痛
不
肯

○
○
●
●
●

○

人
更
別
求
天

○
●
●
○
◎

・
詩
22
―
新
花
発
両
樹

○
○
●
●
●

×

分
香
遍
一
林

○
○
●
●
◎

迎
風
転
細
影

○
○
●
●
●

○

向
日
動
軽
陰

●
●
●
○
◎

戯
蜂
時
隠
見

●
○
○
●
●

○

飛
蝶
遠
追
尋

○
●
●
○
◎

承
聞
欲
採
摘

○
○
●
●
●

○

若
箇
動
君
心

●
●
●
○
◎

・
詩
23
―
暫
遊
双
樹
下

●
○
○
●
●

○

遙
見
両
枝
芳

○
●
●
○
◎

向
日
倶
翻
影

●
●
○
○
●

○

迎
風
並
散
香

○
○
●
●
◎
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戯
蝶
扶
丹
萼

●
●
○
○
●

○

遊
蜂
入
紫
房

○
○
●
●
◎

人
今
惣
摘
取

●
○
●
●
●

○

各
著
一
辺
箱

●
●
●
○
◎

・
詩
46
―
昔
時
過
小
苑

●
○
○
●
●

×

今
朝
戯
後
園

○
○
●
●
◎

両
歳
梅
花
迊

●
●
○
○
●

○

三
春
柳
色
繁

○
○
●
●
◎

水
明
魚
影
静

●
○
○
●
●

○

林
翠
鳥
歌
喧

○
●
●
○
◎

何
須
杏
樹
嶺

○
○
●
●
●

○

即
是
桃
花
源

●
●
○
○
◎

・
詩
47
―
梅
渓
命
道
士

○
○
●
●
●

○

桃
澗
佇
神
仙

○
●
●
○
◎

旧
魚
成
大
剣

●
○
○
●
●

×

新
亀
類
小
銭

○
○
●
●
◎

水
湄
唯
見
柳

●
○
○
●
●

○

池
曲
且
生
蓮

○
●
○
○
◎
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欲
知
賞
心
処

●
○
●
○
●
×

×

桃
花
落
眼
前

○
○
●
●
◎

・
詩
48
―
極
目
遊
芳
苑

●
●
○
○
●

×

相
将
対
花
林

○
○
●
○
◎
×

霧
浄
山
光
出

●
●
○
○
●

○

池
鮮
樹
影
沈

○
○
●
●
◎

落
花
時
泛
酒

●
○
○
●
●

○

歌
鳥
或
鳴
琴

○
●
●
○
◎

是
時
日
将
夕

●
○
●
○
●
×

×

携
樽
就
桂
陰

○
○
●
●
◎

・
詩
68
―
別
時
終
是
別

●
○
○
●
●

×

春
心
不
値
春

○
○
●
●
◎

羞
見
孤
鸞
影

○
●
○
○
●

○

悲
看
一
騎
塵

○
○
●
●
◎

翠
柳
開
眉
色

●
●
○
○
●

○

紅
桃
乱
瞼
新

○
○
●
●
◎

此
時
君
不
在

●
○
○
●
●

×

嬌
鸎
弄
殺
人

○
○
●
●
◎
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・
詩
69
―
此
時
経
一
去

●
○
○
●
●

×

誰
知
隔
幾
年

○
○
●
●
◎

双
鳧
傷
別
緒

○
○
○
●
●

○

独
鶴
惨
離
絃

●
●
●
○
◎

怨
起
終
酲
後

●
●
○
○
●

○

愁
生
落
酔
前

○
○
●
●
◎

若
使
人
心
密

●
●
○
○
●

×

莫
惜
馬
蹄
穿

●
●
●
○
◎

・
詩
70
―
忽
然
聞
道
別

●
○
○
●
●

×

愁
来
不
自
禁

○
○
●
●
◎

眼
下
千
行
涙

●
●
○
○
●

○

腸
懸
一
寸
心

○
○
●
●
◎

両
剣
俄
分
匣

●
●
○
○
●

○

双
鳧
忽
異
林

○
○
●
●
◎

慇
懃
惜
玉
体

○
○
●
●
●

○

勿
使
外
人
侵

●
●
●
○
◎

・
詩
75
―
仙
人
好
負
局

○
○
●
●
●

○

隠
士
屡
潜
観

●
●
●
○
◎

『遊仙窟』所収詩についての研究（渡邉）
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映
水
菱
光
散

●
●
○
○
●

○

臨
風
竹
影
寒

○
○
●
●
◎

月
下
時
驚
鵲

●
●
○
○
●

○

池
辺
独
舞
鸞

○
○
●
●
◎

若
道
人
心
変

●
●
○
○
●

○

従
渠
照
膽
看

○
○
●
●
◎

・
詩
76
―
合
歓
遊
璧
水

●
○
○
●
●

×

同
心
待
華
闕

○
○
●
○
�
×

颯
颯
似
朝
風

●
●
●
○
○

○

団
団
如
夜
月

○
○
○
●
�

鸞
姿
侵
霧
起

○
○
○
●
●

○

鶴
影
排
空
発

●
●
○
○
�

希
君
握
掌
中

○
○
●
●
○

○

勿
使
恩
情
歇

●
●
○
○
�

こ
れ
ら
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
ま
ず
二
四
不
同
の
違
反
が
全
八
十
八
句
中
四
句
で
、
二
四
不
同
が
守
ら
れ
て
い
る
割
合
が
高
い
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
聯
の
中
で
の
反
法
は
全
四
十
四
聯
中
三
十
二
聯
で
守
ら
れ
て
お
り
、
特
に
近
体
詩
で
は
基
本
対
句
と
な

る
頷
聯
、
頸
聯
で
は
二
十
二
の
聯
全
て
が
対
句
に
仕
立
て
ら
れ
、
そ
の
内
詩
47
の
頷
聯
を
除
く
二
十
一
の
聯
で
反
法
が
守
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
対
句
箇
所
を
文
字
だ
け
で
な
く
、
音
で
も
対
応
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
首
聯
や

尾
聯
で
も
対
句
に
な
っ
て
い
る
箇
所
は
あ
る
が
反
法
の
不
備
は
あ
り
、
逆
に
対
句
で
は
な
く
と
も
反
法
に
適
っ
た
聯
も
あ
る
。
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さ
て
、
個
々
の
聯
で
の
二
四
不
同
に
は
配
慮
が
見
ら
れ
る
が
、
聯
相
互
を
繋
ぐ
こ
と
と
な
る
粘
法
に
つ
い
て
は
配
慮
し
て
い
る
様
子

は
見
ら
れ
な
い
。
詩
1
、
詩
23
、
詩
75
で
は
四
つ
の
聯
全
て
で
反
法
を
満
た
し
は
す
る
が
粘
法
に
不
備
が
あ
り
、
近
体
詩
と
し
て
完
成

し
て
い
る
も
の
は
な
い
。

二
四
不
同
以
外
の
句
中
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
下
三
連
の
内
、
三
平
連
が
二
カ
所
、
対
し
て
三
仄
連
は
三
カ
所
の
三
仄
連
を
持
つ

詩
22
他
、
十
一
首
中
七
首
に
九
カ
所
確
認
で
き
る
。
平
三
連
が
回
避
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
仄
三
連
に
つ
い
て
は
、

そ
の
出
現
頻
度
か
ら
大
き
く
は
問
題
と
さ
れ
な
い
と
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
。
古
川
末
喜
氏
の
「
五
言
律
詩
の
平
仄
式
、
及
び
拗
句
に

つ
い
て
―
教
学
上
の
観
点
か
ら
―7
」
に
よ
れ
ば
、『
唐
詩
三
百
首
』
中
の
五
言
律
詩
七
十
九
首
の
調
査
で
仄
三
連
は
二
十
二
カ
所
、
平

三
連
は
三
カ
所
確
認
で
き
、
こ
れ
は
平
三
連
が
重
大
な
違
反
と
さ
れ
た
証
左
と
し
、
ま
た
、
丸
井
憲
氏
は
「
五
言
拗
律
の
系
譜
―
方
回

『
瀛
奎
律
髄
』
の
「
拗
字
類
」
を
手
が
か
り
に
―8
」
に
お
い
て
「「
仄
三
連
」
は
初
唐
以
来
ほ
ぼ
律
句
に
準
ず
る
扱
い
を
受
け
、
各
時

代
を
通
じ
て
五
律
に
頻
用
さ
れ
て
き
た
が
、
一
方
の
「
平
三
連
」
は
律
詩
制
作
上
の
禁
忌
と
考
え
ら
れ
て
き
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
仄

三
連
が
厳
し
く
問
わ
れ
な
い
の
は
、
そ
れ
が
同
一
声
調
の
三
連
続
で
は
な
い
か
ら
と
考
え
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
詩
22
の

仄
三
連
三
カ
所
は
順
に
「
入
・
上
・
去
」、「
去
・
去
・
上
」、「
入
・
上
・
入
」
で
あ
り
、
四
声
で
見
れ
ば
連
続
は
し
て
い
な
い
。
こ
こ

に
あ
る
九
カ
所
全
て
が
そ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
先
に
見
た
よ
う
に
、「
鶴
膝
」
へ
の
配
慮
、
四
声
へ
の
意
識
が
ま
だ
生
き
て
い
た
当
時

の
詩
人
達
故
に
仄
三
連
は
許
容
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

孤
平
は
詩
47
、
詩
48
の
共
に
第
七
句
に
「
●
○
●
○
●
」
の
形
で
出
て
く
る
。
し
か
も
そ
れ
を
受
け
る
第
八
句
も
ま
た
「
○
○
●
●

◎
」
と
同
じ
形
で
あ
る
。
偶
然
の
一
致
で
あ
る
の
か
、
何
か
し
ら
の
韻
律
上
の
配
慮
の
結
果
な
の
か
は
、
不
明
で
あ
る
。
他
に
は
仄
押

韻
の
詩
76
に
も
一
カ
所
あ
る
。
弧
仄
は
三
カ
所
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
遊
仙
窟
』
の
五
言
八
句
の
詩
で
は
、
一
つ
一
つ
の
句
、
そ
れ
で
構
成
さ
れ
る
聯
内
で
の
平
仄
配
置
へ
の
意
識

は
高
い
も
の
の
、
近
体
詩
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
詩
全
体
に
及
ぶ
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
言
え
る
。
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次
に
、
七
言
四
句
の
詩
五
首
、
仄
押
韻
の
詩
83
も
併
せ
て
、
見
て
い
く
。

・
詩
18
―
天
生
素
面
能
留
客

○
○
●
●
○
○
●

○

発
意
関
情
併
在
渠

●
●
○
○
●
●
◎

莫
怪
向
者
頻
声
戦

●
●
●
●
○
○
●
×

×

良
由
得
伴
乍
心
虚

○
○
●
●
●
○
◎

・
詩
19
―
眼
多
本
自
令
渠
愛

●
○
●
●
○
○
●

○

口
少
由
来
毎
被
侵

●
●
○
○
●
●
◎

無
事
風
声
徹
他
耳

○
●
○
○
●
○
●
×

×

交
人
気
満
自
填
心

○
○
●
●
●
○
◎

・
詩
31
―
娘
子
為
性
好
囲
碁

○
●
○
●
●
○
◎
×

×

逢
人
剰
戯
不
尋
思

○
○
●
●
●
○
◎

気
欲
断
絶
先
挑
眼

●
●
●
●
○
○
●
×

×

既
得
速
罷
即
須
遅

●
●
●
●
●
○
◎
×

・
詩
82
―
人
去
悠
悠
隔
両
天

○
●
○
○
●
●
◎

×

未
審
迢
迢
度
幾
年

●
●
○
○
●
●
◎

縦
使
身
遊
萬
里
外

●
●
○
○
●
●
●

○

終
帰
意
在
十
娘
辺

○
○
●
●
●
○
◎

・
詩
83
―
天
崖
地
角
知
何
処

○
○
●
●
○
○
�

○

玉
体
紅
顔
難
再
遇

●
●
○
○
○
●
�
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但
令
翅
羽
為
人
生

●
○
●
●
○
○
○

×

会
些
高
飛
共
君
去

●
○
○
○
●
○
�
×

七
言
句
の
詩
と
い
う
こ
と
で
、
二
四
不
同
に
加
え
て
二
六
対
も
求
め
ら
れ
る
が
、
五
言
詩
で
の
二
四
不
同
だ
け
の
時
程
に
は
整
っ
て

は
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
反
法
も
粘
法
も
上
手
く
い
っ
て
お
ら
ず
、
七
言
絶
句
と
言
え
る
も
の
は
な
い
。

六
言
八
句
と
七
言
六
句
の
詩
に
つ
い
て
は
、
詩
型
の
特
異
性
と
各
一
首
と
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
平
仄
を
示
す
だ
け
に
止
め
る
。

・
詩
36
―
従
来
巡
遶
四
辺

○
○
○
●
●
◎

忽
逢
両
箇
神
仙

●
○
●
●
○
◎

眉
上
冬
天
出
柳

○
●
○
○
●
●

頬
中
旱
地
生
蓮

●
○
●
●
○
◎

千
看
千
処
嫵
媚

○
○
○
●
●
●

萬
看
萬
種

妍

●
○
●
●
○
◎

今
宵
若
其
不
得

○
○
●
●
●
●

判
命
過
与
黄
泉

●
●
○
○
○
◎

・
詩
84
―
望
神
仙
兮
不
可
見

○
○
○
○
●
●
●

普
天
地
兮
知
余
心

●
○
●
○
○
○
◎

思
神
仙
兮
不
可
得

○
○
○
○
●
●
●

覓
十
娘
兮
断
知
聞

●
●
○
○
●
○
◎

欲
聞
此
兮
腸
亦
乱

●
○
●
○
○
●
●

更
見
此
兮
悩
余
心

●
●
●
○
●
○
◎
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四

最
後
に
、『
遊
仙
窟
』
中
の
五
言
八
句
の
詩
の
時
代
的
な
位
置
付
け
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
そ
れ
を
考
え
る
た
め
に
、
次
の
二

つ
の
論
考
を
参
考
に
し
た
い
。

松
原
朗
氏
は
「
初
唐
期
に
け
る
五
言
排
律
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て9
」
に
お
い
て
、
六
朝
末
期
の
詩
人
、
徐
陵
や
江
総
、
庾
信
な
ど
七
人
、

そ
し
て
初
唐
期
の
詩
人
と
し
て
王
績
、
王
勃
、
盧
照
鄰
、
宋
之
問
ら
十
一
人
を
選
び
、
彼
ら
の
五
言
詩
で
の
拗
句
、
失
対
、
失
粘
の
調

査
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
六
朝
末
期
の
詩
人
の
近
体
詩
の
三
つ
の
規
格
（
律
句
・
対
法
・
粘
法
）
の
調
査
結
果
か
ら
、
律
句
が

ほ
ぼ
完
全
に
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
対
法
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
は
遵
守
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
対
し
て
粘
法
へ
の
配
慮
が
見
ら
れ
な
い

こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、「
初
唐
に
お
け
る
近
体
詩
の
形
成
は
、
ま
さ
し
く
粘
法
の
確
立
と
徹
底
に
か
か
っ
て
い
た
」
と
述
べ
る
。
そ

れ
が
、
初
唐
期
に
な
る
と
時
代
を
追
う
毎
に
失
粘
の
割
合
が
低
下
し
て
、
宋
之
問
や
沈
佺
期
で
は
「
失
粘
率
は
1
％
ま
で
低
下
し
、
ほ

ぼ
完
全
に
近
体
詩＝

律
詩
へ
と
収
斂
し
て
い
る
」
と
結
論
付
け
て
い
る
。

興
膳
氏
（
前
掲
論
文
）
も
同
様
の
調
査
を
し
て
お
り
、
初
唐
初
期
の
上
官
儀
、
虞
世
南
、
李
百
薬
、
許
敬
宗
と
そ
の
後
を
継
ぐ
王
勃
、

楊
炯
、
宋
之
問
、
沈
佺
期
の
「
二
四
不
同
」、「
拈
二
」
に
つ
い
て
調
査
し
、
前
者
は
「
総
じ
て
句
中
の
「
二
四
不
同
」
に
関
し
て
は
、

お
お
む
ね
規
律
を
守
っ
て
い
る
が
、「
拈
二
」
あ
る
い
は
句
間
平
仄
対
応
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
神
経
を
用
い
て
い
な
い
。
太
宗
期
の

詩
人
た
ち
は
、「
拈
二
」
を
詩
型
と
し
て
理
想
的
な
形
と
す
る
認
識
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
の
規
律
を
す
べ
て
の
詩
に

つ
い
て
適
用
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
」
と
ま
と
め
ら
れ
、
後
者
に
は
「
こ
れ
ら
四
人
の
五
律
に
お
い
て
、「
拈
二
」
を
実
践
し

て
い
る
作
品
が
大
き
く
増
加
し
て
い
る
」
が
、
二
四
同
仄
声
の
あ
る
こ
と
を
以
て
「
六
朝
的
な
声
律
の
名
残
を
完
全
に
は
払
拭
し
得
て

い
な
か
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

両
氏
は
調
査
対
象
や
方
法
の
違
い
か
ら
、
導
き
出
さ
れ
た
数
値
を
若
干
異
に
す
る
が
、
近
体
詩
の
完
成
を
通
時
的
に
考
え
る
中
で
、
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初
唐
期
の
粘
法
の
達
成
度
合
い
に
注
目
す
る
こ
と
、
時
間
の
経
過
と
共
に
上
昇
す
る
と
指
摘
す
る
点
は
同
じ
で
あ
る
。

さ
て
、『
遊
仙
窟
』
の
作
者
は
張
鷟
で
、
彼
は
顕
慶
五
（
六
六
〇
）
年
に
生
ま
れ
、
開
元
二
十
（
七
三
二
）
年
に
七
十
三
歳
で
没
し

た
と
さ
れ
る
。『
遊
仙
窟
』は
七
世
紀
の
末
頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
は
初
唐
も
半
ば
を
過
ぎ
、
武
則
天
が
政
治
を
行
っ

て
い
た
時
代
で
あ
り
、
初
唐
四
傑
が
没
し
、
宋
之
問
や
沈
佺
期
が
活
躍
し
て
い
く
時
期
で
あ
る
。
時
代
的
に
は
粘
法
の
達
成
度
合
い
も

上
昇
し
、
声
律
上
は
五
言
律
詩
へ
と
到
達
し
よ
う
と
す
る
頃
合
い
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
松
原
氏
、
興
膳
氏
の
調
査
結
果
に
『
遊
仙
窟
』
の
五
言
八
句
の
詩
の
粘
法
の
状
況
を
重
ね
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
そ

の
粘
法
の
到
達
度
は
宋
之
問
ら
の
域
ま
で
は
到
底
至
っ
て
お
ら
ず
、
一
世
代
前
の
初
唐
前
期
の
状
態
に
あ
っ
た
。
勿
論
、
宋
之
問
ら
は

こ
の
時
代
の
先
頭
を
行
く
詩
人
で
、
そ
の
到
達
度
と
等
し
く
あ
る
こ
と
を
求
め
る
の
は
難
し
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た『
遊
仙
窟
』

の
詩
は
、『
遊
仙
窟
』
と
い
う
小
説
中
に
あ
る
も
の
で
、
話
の
展
開
や
本
文
中
の
表
現
に
よ
っ
て
制
約
を
受
け
た
詩
と
、
一
般
的
な
詩

と
を
同
列
に
扱
う
こ
と
は
難
し
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
は
言
え
、
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
文
学
作
品
を
書
く
こ
と
自
体
自
身
の
文
才

に
自
信
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
書
き
上
げ
た
文
章
も
詩
も
作
者
張
鷟
の
文
才
の
到
達
点
と
理
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
次
の
二
点
が
導
き
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
一
つ
は
張
鷟
自
身
の
能
力
的
な
点
か
ら
、
彼
の
韻
律
上
の
詩
作
能

力
は
当
時
の
先
端
に
は
な
く
、
一
世
代
程
後
れ
て
い
た
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
一
つ
は
、
当
時
の
社
会
と
い
う
点
か
ら
、
こ
こ

に
あ
る
『
遊
仙
窟
』
の
詩
で
十
分
に
当
時
の
社
会
が
求
め
る
詩
作
水
準
を
満
た
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
分
の
文
才
に
自
信

が
あ
っ
て
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
社
会
の
要
求
、
読
者
が
求
め
る
も
の
以
上
の
も
の
を
提
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
仮
に
近
体
詩
の
音
律
が
一
般
化
し
て
い
た
な
ら
ば
、
現
状
の
よ
う
な
『
遊
仙
窟
』
の
詩
で
は
十
分
な
評
価
は
な
さ
れ
な

い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
を
、
本
稿
で
の
結
論
と
し
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
り
、『
遊
仙
窟
』
の
形
式
か
ら
導
か
れ
る
詩
に
つ
い
て
の
在

り
方
は
見
え
て
き
た
と
考
え
る
が
、『
遊
仙
窟
』
の
詩
の
内
、
ま
だ
五
言
四
句
の
詩
に
つ
い
て
の
考
察
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
詩
は
五
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十
七
首
あ
り
、『
遊
仙
窟
』
の
詩
の
七
割
近
く
を
占
め
る
。
次
に
こ
れ
ら
の
詩
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
、
更
に
時
代
的
な
位
置
付
け

を
明
確
に
し
た
い
と
考
え
る
。

【
注
】

1
『
上
代
学
論
叢
』（
和
泉
書
院

二
〇
一
九
・
五
）

2
「
散
」
は
去
声
二
十
八
翰
韻
と
両
用
で
あ
る
。

3
「
処
」
や
「
去
」
と
「
遇
」
の
通
用
の
例
と
し
て
他
に
、
儲
光
羲
や
王
昌
齡
、
李
白
、
そ
し
て
白
居
易
な
ど
に
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
唐
代
全
般
に

渡
っ
て
通
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
去
声
九
御
韻
と
同
十
遇
韻
、
同
十
一
暮
韻
に
属
す
る
他
の
文
字
に
ま
で
広
げ
る
な
ら
ば
通
用
の
例
は

更
に
多
く
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

4

上
海
世
紀
出
版
集
団

上
海
教
育
出
版
社

二
〇
〇
二
・
九

5
『
中
国
詩
文
の
美
学
』（
創
文
社

二
〇
一
六
・
六
）

6

東
洋
文
庫
『
遊
仙
窟
』
は
訳
の
み
で
本
文
を
載
せ
て
い
な
い
が
、
当
該
箇
所
は
「
澄
み
わ
た
る
水
に
ひ
そ
み
し
魚
の
か
げ

生
い
し
げ
る
森
に
さ
え
ず
る

鳥
の
う
た
」（
傍
線
―
引
用
者
）
と
訳
さ
れ
て
お
り
、「
静
」
の
理
解
に
立
つ
と
推
測
す
る
。
な
お
、
金
剛
寺
本
で
は
当
該
詩
は
欠
落
部
分
に
含
ま
れ
、
不
明

で
あ
る
。

7

九
州
大
学
『
中
国
文
学
論
集
』
二
一
（
一
九
九
二
・
一
二
）

8
『
唐
詩
韻
律
論
』（
研
文
出
版

二
〇
一
三
・
一
〇
）

9

早
稲
田
大
学
『
中
国
詩
文
論
叢
』（
一
九
八
二
・
六
）

【
本
稿
で
用
い
た
『
遊
仙
窟
』
の
古
写
本
、
及
び
注
釈
書
等
】

・
岩
波
文
庫
『
遊
仙
窟
』
漆
山
又
四
郎

訳
注
（
岩
波
書
店

一
九
四
九
・
一
一
）

・
創
元
文
庫
『
遊
仙
窟
』
魚
返
善
雄

訳
（
創
元
社

一
九
五
三
・
一
）

・『
真
福
寺
本

遊
仙
窟
』（
貴
重
古
典
籍
刊
行
会

一
九
五
四
・
一
）

・
東
洋
文
庫
『
幽
明
録
・
遊
仙
窟
他
』
前
野
直
彬
・
他

訳
（
平
凡
社

一
九
六
五
・
五
）
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・『
遊
仙
窟
全
講

増
訂
版
』
八
木
沢
元

著
（
明
治
書
院

一
九
七
五
・
一
）

・『
江
戸
初
期
無
刊
記
本

遊
仙
窟

本
文
と
索
引
』
蔵
中
進

編
（
和
泉
書
院

一
九
七
九
・
八
）

・
岩
波
文
庫
『
遊
仙
窟
』
今
村
与
志
雄

訳
（
岩
波
書
店

一
九
九
〇
・
一
）
※
醍
醐
寺
本
の
影
印
を
載
せ
る

・『
金
剛
寺
本

遊
仙
窟
』
東
野
治
之

編
（
塙
書
房

二
〇
〇
〇
・
八
）

・
中
国
古
典
小
説
選
『
古
鏡
記
・
補
江
総
白
猿
伝
・
遊
仙
窟
〈
唐
代
Ⅰ
〉』
成
瀬
哲
生

著
（
明
治
書
院

二
〇
〇
五
・
一
一
）

・
古
體
小
説
叢
刊
『
遊
仙
窟
校
注
』
李
時
人
・
詹
緒
左

校
注
（
中
華
書
局

二
〇
一
〇
・
五
）

『遊仙窟』所収詩についての研究（渡邉）
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